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は
じ
め
に

　
福
井
県
立
美
術
館
で
は
令
和
五
年
五
月
十
二
日
～
六
月
十
一
日
に
か
け
て
「
冨
田
溪

仙
～
越
前
の
紙
漉
き
を
描
く
～
」
展
を
開
催
し
た
。
冨
田
溪
仙
の
代
表
作
《
紙
漉
き
》

（
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、再
興
第
十
五
回
院
展
出
品
作
、東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
）

の
制
作
背
景
に
迫
っ
た
本
展
で
は
、《
紙
漉
き
》に
先
立
ち
制
作
さ
れ
た《
越
前
紙
漉
》（
大

正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
頃
、
当
館
蔵
）
が
、
大
正
天
皇
・
皇
后
陛
下
の
大
婚
二
十
五

年
を
奉
祝
し
て
献
上
さ
れ
た
現
代
絵
巻
の
う
ち
「
越
前
の
紙
漉
」
の
姉
妹
作
で
あ
る
こ

と
に
着
目
し
た
。
献
上
絵
巻
の
制
作
に
臨
む
に
あ
た
り
、
溪
仙
は
実
際
に
現
地
写
生
を

行
い
、
そ
し
て
絵
巻
制
作
後
も
画
題
「
紙
漉
き
」
を
自
身
の
中
で
醸
成
し
、
独
自
の
芸

術
性
を
加
え
て
展
覧
会
出
品
作
《
紙
漉
き
》
を
描
い
た
。
本
展
で
は
こ
の
変
遷
を
追
い
、

溪
仙
の
画
題
へ
の
取
り
組
み
方
を
考
察
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
現
地
写
生
が
実
現
し
た
背
景
に
は
、
大
正
中
期
か
ら
越
前
の
紙
漉
き
職

人
・
岩
野
平
三
郎
（
一
八
七
八
～
一
九
六
〇
）
と
溪
仙
と
の
間
に
親
密
な
交
流
が
あ
り
、

東
西
画
壇
を
股
に
か
け
て
活
躍
し
た
溪
仙
が
越
前
和
紙
の
日
本
画
壇
へ
の
普
及
に
一
役

買
っ
て
い
た
状
況
が
見
え
て
き
た
。
溪
仙
は
後
に
現
地
写
生
で
得
た
図
様
を
基
に
紙
漉

き
工
程
を
画
巻
に
し
た
《
越
前
紙
漉
之
巻
》（
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
頃
、
紙
の
博

物
館
蔵
）
を
岩
野
平
三
郎
へ
贈
っ
て
お
り
、
生
産
地
と
の
交
流
の
中
で
そ
の
地
に
生
き

る
人
々
の
営
み
も
含
め
、
つ
ぶ
さ
に
「
紙
漉
き
」
を
観
察
し
、
自
身
の
制
作
に
活
か
し

て
い
っ
た
と
言
え
る
。

　
紙
漉
き
に
は
様
々
な
手
法
が
あ
り
、
例
え
ば
紙
料
を
す
く
う
抄
紙
の
際
に
、
桁
を
手

前
か
ら
奥
へ
動
か
す
か
、
奥
か
ら
手
前
へ
動
か
す
か
と
い
う
技
法
に
は
産
地
特
有
の
差

が
あ
る
。
越
前
で
は
伝
統
的
に
奥
か
ら
手
前
へ
す
く
う
動
き
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
岩

野
平
三
郎
が
効
率
化
の
観
点
か
ら
手
前
か
ら
奥
へ
と
動
か
す
技
法
を
取
り
入
れ
た
。
こ

の
違
い
は
、
溪
仙
の
《
越
前
紙
漉
》
と
《
紙
漉
き
》
に
も
現
れ
て
お
り
、《
越
前
紙
漉
》

で
は
奥
か
ら
手
前
へ
す
く
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、《
紙
漉
き
》
で
は
手
前
か
ら
奥
へ

と
桁
を
動
か
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
岩
野
平
三
郎
製
紙
所
の
四
代
目
代
表
取
締
役
社

長
で
あ
る
岩
野
麻
貴
子
氏
を
は
じ
め
と
し
て
越
前
和
紙
工
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
本
展

を
通
し
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
溪
仙
は
献
上
絵
巻
制
作
の
た
め
の
現
地
取
材
に
あ
た

り
岩
野
平
三
郎
へ
「
可
成
的
古
式
の
さ
ま
が
尤
も
希
望
致
す
次
第
」（
冨
田
溪
仙
書
簡
・

岩
野
平
三
郎
宛
「
紙
漉
見
学
に
つ
き
県
知
事
よ
り
紹
介
状
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
」

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
十
月
十
二
日
）
と
述
べ
て
お
り
、
献
上
絵
巻
と
展
覧
会
出

品
作
に
対
す
る
制
作
理
念
の
違
い
が
、
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　
更
に
本
展
開
催
に
あ
た
り
、
越
前
和
紙
の
里
に
て
紙
の
神
様
を
祀
る
大
瀧
神
社
の
県

社
昇
格
を
記
念
し
て
溪
仙
が
奉
献
し
た
《
牡
丹
花
に
獅
子
図
》
の
ご
出
陳
が
叶
う
な
ど
、

越
前
和
紙
の
里
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

〇
新
出
の
書
簡

　
展
覧
会
開
催
に
あ
た
り
、
地
元
に
伝
来
し
た
冨
田
溪
仙
か
ら
岩
野
平
三
郎
宛
の
書
簡

二
件
、
横
山
大
観
か
ら
岩
野
平
三
郎
宛
の
書
簡
一
件
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
紹

介
し
た
い
。

〈
資
料
紹
介
〉

新
出
の
冨
田
溪
仙
書
簡
に
つ
い
て

（
原
田
礼
帆
／
学
芸
員
）
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（
一
）
冨
田
溪
仙
書
簡

　
　
　
　「
扇
面
落
掌
、
新
葉
の
所
感
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紙
本
墨
書
　
掛
幅
一
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
作
年
不
詳
　
岩
野
平
三
郎
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
人
蔵

　
現
在
は
軸
装
と
な
っ
て
お
り
、
本
紙
の
み
伝
わ
り
、
封

筒
等
は
失
わ
れ
て
い
る
た
め
書
か
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ

る
。
新
し
い
紙
を
試
筆
し
た
所
感
と
し
て
、
墨
気
が
す
こ

ぶ
る
珍
し
い
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
越
中
か
ら
の
書
状

へ
返
信
し
た
旨
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
岩
野
を
介
し
て
北

陸
地
方
の
人
物
が
紹
介
さ
れ
た
背
景
が
う
か
が
わ
れ
る
。

拝
啓
其
後
御
無
音
打

過
申
候
御
高
館
益
々

御
清
適
奉
欣
賀
候

先
般
来
美
術
院
を
経

て
結
構
な
る
珍
ら
し
き
扇

面
頂
戴
未
試
候
得
共

御
楽
み
此
在
候
尚
此
珍

ら
し
き
新
葉
頂
き
墨
気

頗
る
珍
妙
に
存
じ
ら
れ
候

先
日
来
藤
井
某
殿
越

中
よ
り
受
託
の
書
状
頂
き

候
今
日
漸
く
御
返
事
差

出
置
候
嵐
峡
の
花
既
に

新
樹
と
化
し
不
実
御
入
洛
の

砌
は
是
非
御
来
出
立
寄
奉

給
に
候
先
日
御
礼
方
々
如
斯
候

岩
野
大
人
梧
右
　
冨
田
溪
山
人

3



（
二
）
冨
田
溪
仙
・
横
山
大
観

　
　
　
　
　
《
岩
野
平
三
郎
宛
書
簡
貼
交
屏
風
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紙
本
墨
画
　
紙
片
貼
交
（
二
曲
一
隻
）

　
冨
田
溪
仙
書
簡

　
　
　
　
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
　
七
月
三
日
　
岩
野
平
三
郎
宛

　
横
山
大
観
書
簡

　
　
　
　
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
　
十
月
二
十
六
日
　
岩
野
平
三
郎
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
人
蔵

　
現
在
は
二
曲
一
隻
屏
風
に
横
山
大
観
書
簡
一
通
と
冨
田
溪
仙
書
簡
一
通
が
貼
り
交
ぜ

て
表
装
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
岩
野
平
三
郎
宛
で
あ
る
が
、
関
連
性
は
無
い
。
冨
田

溪
仙
書
簡
は
、
紹
介
し
た
知
人
の
麻
紙
の
注
文
状
況
を
尋
ね
る
も
の
。
横
山
大
観
書
簡

は
、
鳥
の
子
紙
や
大
徳
紙
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
溪
仙
の
岩
野
平
三
郎
宛
の
書
簡
は
、
紙
の
質
や
使
い
勝
手
の
意
見
よ
り
も
、
越
前
和

紙
を
他
の
画
家
や
出
版
社
へ
紹
介
す
る
も
の
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
紙
質
へ

の
注
文
が
多
い
他
の
画
家
達
の
書
簡
と
は
異
な
る
点
で
あ
り
、
溪
仙
の
人
と
な
り
を
示

す
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。
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拝
啓
酷
暑
日
々

解
愈
々
御
清
適

奉
賀
候

先
日
服
部
前
田

罷
出
御
候
即
麻
紙

之
儀
ニ
付
御
書
状

に
依
れ
ば
既
に
御

送
附
被
下
御
採
承

り
居
り
候
事
今

三
十
日
に
至
る
も
未

だ
不
到
着
に
御
座
候

に
付
一
応
御
照
書

申
上
候
御
調
査
被
下

度
候

尚
先
日
は
結
構

の
雲
母
沢
山
頂

戴
居
り
御
礼
申

候
何
れ
悦
使
致
し

七
月
三
十
日

　
　
　
　
冨
田
溪
山
人

岩
野
平
三
郎
様

二
伸

麻
紙
注
文
主

は
兵
庫
の
有
名

な
魚
善
主

人
に
付
多
少

は
無
理
由
申
し

上
け
る
事
と
存

し
居
り
候
然
共

客
が
一
流
の
人

々
の
由
ニ
付
特
に

麻
紙
を
客
間

に
利
用
す
る
な
ど

宣
伝
上
好
適

の
儀
と
も
存

し
居
候
　
　
玉
拝

【
消
印
】
京
都
嵯
峨.4

.7
.3
0

（
昭
和
四
年
七
月
三
十
日
）
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拝
啓

愈
御
清
祥

奉
賀
上
候
陳
者

先
般
御
上
京

之
節
申
上
候
生

鳥
の
子
紙
之
件
候

毎
も
御
厄
介
の
み

御
願
申
上
げ

恐
縮
に
存
候
へ

託
可
求
早
之
御

調
整
被
下
度
候

大
徳
紙
之
好
き

風
に
裏
紙
と
抱

き
合
せ
被
下
候
ば

猶
更
結
構

に
存
申
候

先
は
右
御
願

置　
草
々
拝
具

十
月
二
十
六
日

　
　
　
横
山
大
観

岩
野
平
三
郎
様

　
　
　
　
貴
下

【
消
印
】
■
■1

3
.1
0
.2
6

（
昭
和
十
三
年
十
月
二
十
六
日
）
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展
覧
会
開
催
及
び
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
貴
重
な
ご
所
蔵
品
を
ご
出
陳
い
た
だ
き
ま

し
た
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
資
料
、
情
報
の
ご
提
供
な
ど
多
く
の
方
々
に
格
別
の
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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